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表 2 大学選択課程学生の実習に際し，臨床上困った点
および妊産婦の反応
自由記載内容
臨床上困った点
実習に慣れておらず，基礎看護技術に対する自信がない
指導をしても実践に移されていない
基礎となる看護技術が未熟
学習不足
アセスメント能力に欠ける。
看護師免許のない学生に臨床で分娩介助などの医療行為
を行わせることについて疑問を感じる
短大専攻科から大学選択課程により実習時間や目標・実
習項目などがどう変わったのかが，臨床で指導している
助産師には伝わっていないため，どこまで求めてよいの
かわからない
妊産婦およびスタッフとのコミュニケーション能力・技
術が劣っている
実習に消極的である
助産師学生が看護師の免許を持っていないことで，受け
持ちの依頼の仕方が難しいと感じる
臨床指導者側からみた妊産婦の反応
大学選択課程に移行したことで，妊産婦の反応に特に変
化はない
外来実習の時間数が減少したことより，妊婦が助産師学
生と接する機会が少なったことで受け持ちを断られる
ケースが増えたと感じる
短大専攻科，大学選択課程は関係なく，学生の態度によ
る。学生の態度が良ければ，妊産婦の受け入れは良い
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